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Gypsonoma 属 の ハマ キ ガ 類 は 日 本 か ら 9 種 が 記録 され て いる が , 筆者 ら は さら に 2 種 を 発見 し た の 
で と の 機会 に 記録 に に とどめ て お きた い . と れ ら の 種 は また , 筆者 ら の 知る 限り で は 極東 か ら も 新 記録 の 
よう で ある . 

稿 を 進め る に 当たり , 貴重 な 標本 を 提供 せら れ た 北海 道 立 林業 試験 場 の 上 条 一 昭博 士 及 び 北 海道 大 学 
農学 部 の 久 万 田 敏 夫 博 士 に 対し て 厚く 謝意 を 表す る . また , と と に 使用 し た 標本 の 一 部 は 旭川 開発 建設 
部 の 依 託 に よる 国道 39 号 線 武 華 地区 自然 環境 現状 調査 に お いて 得 ら れ た も の で あり , 関係 各位 に 対し 御 
礼 申 し 上 げ る . 


Gypsonoma oppressana (TREITSCHKE) 
( 図 1 ) 


Paedisca oppressana TREITSCHKE, 1835, Schmett. Eur., 10 (3): 95. 

Steganoptycha oppressana: STAUDINGER et REBEL, 1901, Cat. Pal. Lep. 2: 110. 

Semasia oppressana: KENNEL, 1913, Pal. Tort.: 489. 

Gypsonoma oppressana: PIERCE et METCALF, 1921, Genit. Brit. Tort.: 78; MEYRICK, 1928, Rev. 
Handb. Brit. Lep.: 539: HANNEMANN, 1961, Teirwelt Deuts., 48: 150; BENTINK et DrAkoNorr, 
1968, Nederl. Bladrollers: 126; KuzNErzov, 1978, Opred. Nasek. Eur. SSSR, 4: 506; BRADLEy 
et al., 1979, Brit. Tort. Olethreutinae: 132. 


所 検 標本 北海 道 : 美唄 市 ( 林 試 ), 1 の 1 ゅ , 1964 年 6 月 12 て 13 日 羽化 (上 条 飼育 ) ; 恵庭 市 , 3 る 
1 そそ, 1964 年 7 月 7 日 ( 久 万 田 採集 ) : 上 川町 シル ベ シ ナイ , 2 のみ, 1982 年 9 月 12 日 (向山 採集 , 自然 環境 
調査 ) 

成虫 の 開 張 は 約 14mm, 前 次 は 細長 く , その 外縁 は 緩 か な 弧状 に 曲がり , 贅 頂 下 で 凹 ま な い . 前 學 の 
地 色 は 淡 灰 色 , 斑紋 は 暗 灰色 , 全面 に 暗色 の 鱗片 が 散在 する た め , 斑紋 と 地 色 の コン トラ スト は 強く な 
い . 基部 1/3 を 占め る 暗色 部 は 特に 濃 色 で ある た め , それ に 外 接する 淡色 部 が 比較 的 目立つ が , その 幅 
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図 1-2. 日 本 新 記録 の Gypsonoma 2 種 . 1: G. oppressana (TREITSCHKE). 2: G. sociana 
(HAWORTH). 


は 狭い . 後 次 は 灰 褐色 , 基部 に 向かっ て 淡色 と な る . 体 は 神 灰 色 ~ 暗 灰色 . 

上 記 標 本 を ドイ ッ Aschersleben 産 の 1 と 比較 し た と と ろ , 前 者 の 外観 は 全体 と し て より 暗色 な 傾 
向 が あっ た が , それ 以外 KC 特別 な 差異 は 認め られ な い . 本 種 は , 日 本 に 産 する 同属 の 他 の 種 か ら , 前 交 
が 細長 くそ の 外縁 が 麹 頂 下 で 凹ん で いな いと と , 及び 下 外 半 の 斑紋 が 不鮮明 で ある と と に よっ て 容易 に 
識別 で きる . 

上 条 氏 に よる と , 老齢 幼虫 は 5 月 上 旬 に ポプラ の 新芽 を 食害 し , 同月 下旬 頃 に 映 化 , 6 月 中 旬 以 降 に 
羽化 し た と いう . 上 記 の 採集 記録 か ら み る と , 低地 で 7 月 上 旬 に 成虫 が ま 得 ら れ て お り , 上 条 氏 の 飼育 結 
果 に ほ ば 一 致す る よう で ある が , 一 方 , 標高 800m 内 外 の ル ベ シ ナイ で は 9 月 上 旬 に 古い 成虫 が 採集 
され て いる の で , 山地 で は 羽化 が 遅れ る も の と 推測 され る . な お , ル ベ シ ナイ の 採集 地点 で は ドロ ノ キ 
の 群生 が 認め られ る の で , こと これ が 寄主 植物 と な っ て いる と 思わ れる . ヨー ロッ パ に お いて も , ポプラ 類 
が 寄主 と し て 記録 きれ て いる . BRAprgy et g/. (1979) に よる と , 夏 に 産 下 され た 卵 は 間もなく ふ化 し , 
若 齢 幼虫 は 葉 の 下面 の 主 脈 付近 を 食し た 後 , 樹幹 の 粗 友 下 に 潜伏 し て 越冬 する と いう . 遇 化 場所 は 地面 
の 枯葉 下 な ど で あ る と いわ れる が , 樹 上 の 粗 皮 下 で 映 化 する と いう 記録 も る ある. 

北海 道中 央 部 で は 前 記 の よう に 低地 か ら 山 地 ま で 広く 発生 し て いる よう で ある が , 札幌 市 内 の ポプラ 
か ら は まだ 発見 され て お ら ず , また , 本 州 か ら も 未 記録 で ある . 海外 で は 英国 を 含む 中 部 ヨー ロッ パ 全 
域 , イタ リア 北 ー 中 部 及び ソ ビ ェ ト 連 邦 の ヨー ロッ パ 地 域 か ら 記 録 が ある . 


Gypsonoma sociana (HAWORTH) 
( 図 2) 

Tortrix sociana HAWORTH, 1811, Lep. Brit.: 434. 

Gypsonoma sociana: MEYRICK, 1928, Rev. Handb. Brit. Lep.: 539; HANNEMANN, 1961, Tierwelt 
Deuts., 48: 150; BENTINK, et DIAKONOFF, 1968, Nederl. Bladrollers: 126; KUZNETZOV, 1978, Opred. 
Nasek. Eur. SSSR, 4: 506; BRADLEY et al., 1979, Brit. Tort. Olethreutinae: 149. 

Penthina neglectana DUPONCHEL, 1844, Hist. Nat. Lep. Fr. Suppl., 4: 509. 

Semasia neglectana: KENNEL, 1913, Pal. Tort.: 496. 

Gypsonoma neglectana: STAUDINGER et REBEL, Cat. Pal. Lep., 2: 112; PIERCE et METCALF, 1921, 
Genit, Brit. Tort.: 78. 

所 検 標本 本 州 : 岩手 県 , 盛岡 市 , 1 @, 1965 年 6 月 13 日 ( 奥 採 集 ), 1 る る, 1979 年 6 月 21 日 ( 奥 採 

集 ) : 大 迫 町 ( 早 池峰 河原 坊 ), 1 る @, 1978 年 6 月 29 日 ( 奥 採集 ) . 
成虫 の 開 張 は 13 mm 内 外 で ある が , か な り 個 体 変異 が 大 きい . 前 交 幅 は 中 程度 , 前 縁 は ほぼ 一 様 の 

弧状 に 曲がり , 外縁 は 次 頂 下 で や や 凹む . 前 贅 の 地 色 は 乳白 色 , 斑 絞 は 灰 褐色 , 基部 暗色 斑 , 中 央 斜 帯 

及び 慈 頂 の 小 購 点 を 除い て , 地 色 が 広く 露出 し て いる . 後 逆 は 淡 灰 褐色 . 体 は 褐 灰色 , 顔面 は や や 白 味 
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を 帯び る と こと が ある . 

調査 標本 は , ヨー ロッ パ 産 の 個体 の 記載 と は 異な り 顔 面 が 鮮 か な 白色 を 呈 し な い が , 他 の 点 で は ほ と 
ん ど 差 異 を 認め な い の で 本 種 と 同定 し た . ある い は ヨー ロッ パ と 日 本 と の 間 で 亜 種 的 な 分 化 が 起こ っ て 
いる か も し れ な い が , 上 記 の 3 ⑦ を 検 し た の み の た め , と の 点 は 今後 の 問題 と し て 保留 する . 日 本 産 の 
既知 種 の 中 で は G. ephoropa MEyRick に 近似 する が , ephoropa で は 前 次 の 前 縁 が 基部 近く で 特に 強く 
曲がる 傾向 が あり , また 頑 外 半 部 は 地 色 が 裸 出 せ ず , 鈴 色 や 褐 灰色 の 鮮 片 に よる 雲 状 紋 を 伴う 点 が 異 
な っ て いる . 

現在 まで 前 記 3 個体 を 得 た の み で あり , 生活 史 は 不明 で ある が , 採集 地点 は いずれ も ヤナ ギ 類 が 審 生 
し た 場所 で あっ た . ヨー ロッ パ の sociana は ヤナ ギ 及 び ポ プラ に 寄生 し , 英国 , オラ ンダ , ドイ ツ , 
オー スト ラリ ア 及 び ソ ビエ ェ エト 連 邦 の 一 部 か ら 記録 され て いる が , 発生 地 は 局 限 さ れる 傾向 が ある と いう . 
ヨー ロッ パ ( と お ける 計 活 史 は 前 記 の oppressana と ほぼ 同様 で ある が , 若 齢 幼虫 が 秋 に 寄主 の 葉柄 に 食 
入 し , 葉 を 枯らす 点 が 特徴 的 で ある (BRADLEY et g/., 1979). 
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